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④岩手県農業研究センター畜産研究所・外山畜産研究室

明治 9 年に⻄洋式の牧畜・農業の技術を導⼊し「県営外⼭牧場」として開設され、⽜⾺の改良と振興を

担ってきました。牛馬改良や飼養技術の研究拠点として発展し、現在も地域畜産に貢献しています。

●外山牧場 150 年の承継：Ｍ14.岩手県馬産会➡M23.岩手県馬産会社➡Ｍ24.外山御

料牧場 ➡Ｔ11.岩手県種畜場(M35) ➡戦後、岩手県農業研究センター/岩手県改良

センター岩手牧場改編され現在に至る。

※チェック項目：明治 12 年 外山牧場内に獣医学舎が設置

札幌農学校、駒場農学校に次ぐ日本で 3番目に誕生した

獣医学舎。現在の岩手県立盛岡農業高等学校。

天峰山（てんぽうざん）は盛岡市南部に位置する標高 840mの山で、

頂上からは岩手山や北上川、盛岡市街を一望できます。

大正 13 年 4月 19 ⽇〜20日

盛岡から外山種畜場へ出向いた時に心象スケッチが

創作されたました

外山詩群 ③有明③天峰山 9合目

藤波 言忠(ふじなみ ことただ)
【宮内省の侍従や主馬頭を

歴任。馬の鑑定に優れ

馬政に貢献。歌人】

外山御料牧場にて

山の端はいつしか晴れて久方の

雲の上にいづる駒の一むれ

①盛岡八幡宮

盛岡八幡宮は 1062 年創建の神社で、南部氏の守り神

として信仰されてきました。境内には歴史ある灯篭

や社が残り、チャグチャグ馬コや流鏑馬などの伝統

行事も行われています。

明治天皇東北巡幸

明治 9 年（1876）7 月、明治天皇が東北巡幸の途上
で盛岡を訪問。3日間滞在し、仁王小学校での授業や
盛岡八幡宮での馬の行列をご覧になりました。県令・
島惟精は、8月に開牧予定の県営外山牧場の設立を明
治天皇に報告しています。

※チェック項目：岩倉使節団、⻑州ﾌｧｲﾌﾞ、

日本鉄道㈱創業関係者、歴代総理大臣、

歴代の宮内大臣、そしてと大久保利通。

明治〜昭和戦前まで天皇陛下は現⼈神！

②上米内駅（大志田駅と山田線）

●上米内駅は、

大正 12 年開業

の山田線で盛岡

から最初に開通

した区間の終着

駅でした。宮沢

賢治の作品に登

場する「高洞山」

の最寄り駅。

外山詩群 ①どろの木の下から ②水源手記

●大志田駅は、昭和 3年に開業した上米内駅の次の駅

で、盛岡市内にありながら深い山中に位置し「秘境駅」

として鉄道ファンに親しまれていましたが平成 28 年

に廃止。

●山田線は、岩手県の内陸部と三陸海岸を結び、地域

の物流･人流を促進し経済発展に貢献することを目的

に建設された鉄道で、原敬の尽力で建設が進められま

した。

※チェック項目：山田線開業に関しての逸

話原敬は、野党の「猿でも乗せるのか」と

の揶揄に「鉄道規則によれば、猿は乗せな

い」と切り返し、議場を沸かせたとされる。

外山牧場に続く道の歴史

●旧小本街道
藩制時代、海でとれた塩や海産物を盛岡に運ぶために使われ、「塩の道」と呼ばれました。牛で運搬して

いたため「南部牛追い唄の道」とも呼ばれ、盛岡や雫石を経て秋田の沿岸へと続いていました。

●新小本街道(岩洞へのバイパス)
現在の小本街道は、明治以降に外山牧場の開拓のために新たに整備された道です。時代とともに馬や馬車、

汽車、自動車と交通手段が変化し、それに合わせて主要道路も整備されてきました。

1）「農地開拓の道と牧場開拓の道」戊辰戦争で敗れた盛岡藩士たちが山犬(狼)の巣窟であった

未開の地を切り開き開墾。 明治 4年藪川村外山に養馬係出張所(畜産農林業)を設置。

明治 9 年の開牧に向け移⺠が加わり開墾された道です。

2）「上米内駅からの馬車道ルート」大正 12年 10 月から昭和 40 年代頃まで

4）「大志田駅からの馬車道ルート」昭和 3年から昭和 40年代頃まで

5）その他、外山で行われる馬の検査場や牧草地のでの草刈をする為、渋⺠・好摩、⽇の⼾、

釘の平、区界、岩泉、沼宮内等、東⻄南北隣接する集落から入ってこられるような道が存在

※チェック項目：『宮沢賢治・心象スケッチを読む』の著者 池上雄三氏は、外山詩群を実証するにあたり

旧小本街道だけでなく上米内、大志田ルート、釘の平ルートをくまなく歩いていました。

旧小本街道 塩の道


